　　　　　　　　　　　　        商品取引契約書

株式会社山田工業（以下「甲」という。）は田中商会株式会社（以下「乙」という。）を特約販売店と指定し、乙は甲の商品の拡販に努力し、甲乙の共存共栄をはかるため下記のとおり契約した。

第１条　甲は乙に対し、甲の製造し若しくは発売する商品（品名・仕様・価格等は別紙のとおり）を継続的に売り渡すことを約し、乙はこれを買い受け適正価格で消費者に販売するものとする。

第２条　本契約に基づく個々の商品の売買取引については、乙の注文に対し、甲がこれを承諾して売買契約が成立するものとし、その具体的な方式は別途定めるところによる。

第３条　乙の甲に対する商品代金の支払は、即時現金払いを原則とし、持参又は送金して支払う。但し乙の差入れた保証金その他担保の範囲内において甲は乙に与信限度を定め、別途協議の上、乙の振出した約束手形又は第三者が支払を約した手形に乙が裏書した廻手形の差入れを条件に支払の延期を認めることがある。

二　前項但書の延期については、乙は甲の指定する率により金利を支払う。

第４条　乙の責任取引数量は１ヶ月金＊＊円相当額の商品とし、この金額に達しない期間が＊ヶ月以上継続するときは、甲より乙に支払うリベート、感謝金等の優待を受けられない場合がある。さらに＊ヶ月責任取引数量に達しないときは、特約販売店の資格を喪失することがある。

第５条　甲は乙に対し、乙の販売数量、代金の決済状況、その他販売協力度を参照の上、毎年６月、１２月の２回に感謝金を贈る。この感謝金は特段の合意が成立しない限り、甲において預かり保管し取引保証金として積み立てる。

二　前項の保証金については甲は乙に対し年率＊％の金利を毎年末限り支払う。

第６条　乙は甲に対し本契約上の債務担保のため下記の順位にて保証金若しくは担保の差入れをなすものとする。

①現金、②国債、公社債、投資信託又はその他信託の受益証券、③株式、④不動産保証金もしくは担保権の設定は、別途契約する。

第７条　株式会社斉藤実業(以下「丙」という。）は乙の甲に対する本契約上の債務金＊＊円を限度として乙と連帯して保証し、支払の責を負う。

第８条　乙又は丙につき下記の事由が発生したときは、甲の通知又は催告を要せず、乙は本契約上の債務全額につき期限の利益を喪失し、債務全額を一時に支払うものとする。

（１）個々の債務を一つでも期限に支払わない時

（２）手形不渡りを一度でも起こした時

（３）公訴公課等につき公の滞納処分を受けた時

（４）担保物件に限らずその余の資産につき執行手続がなされた時

（５）破産、民事再生、会社更生手続等の申立の他、これに準ずる法的手続きの申立があった時

（６）担保の不動産につき、占有を他に移し、あるいは占有名義を変更した時

（７）その他本契約に違反した時

第９条　乙の債務の期限後の損害金は年＊％とする。

第１０条　本契約の存続期間は満２年間とし、期間満了３ヶ月以上前に甲又は乙のいずれからも何らの意思が表示されないときは、２年ごとに期間が延長されるものとする。

第１１条　本契約に関しては、甲の本店所在地の地方裁判所を管轄裁判所とすることに合意した。

上記のとおり本契約が成立したので本証書３通を作成し、甲乙丙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　債権者（甲）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社山田工業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　債務者（乙）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中商会株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　田中五郎　印

　　　　　　　　　　　　　　連帯保証人（丙）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社斉藤実業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　斉藤一郎　印
